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【
提
言
理
由
】

人
は
誰
し
も
、
自
分
と

自
分
が
大
切
に
思
う
全
て

の
人
に
対
し
て
、
健
康
に

長
生
き
す
る
こ
と
を
願
う

と
思
い
ま
す
。
健
康
福
祉

常
任
委
員
会
の
委
員
一
同

は
、
戸
田
市
民
の
皆
様
に

健
康
で
長
生
き
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
願
い
、
今
回

の
年
間
活
動
テ
ー
マ
を
選

定
し
ま
し
た
。

【
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ

テ
ィ
首
長
研
究
会
ま
た
は
Ｗ

Ｈ
Ｏ
健
康
都
市
連
合
へ
の
加

盟
の
検
討
】

健
康
に
関
す
る
先
進
自

治
体
と
協
調
す
る
こ
と
で
、

よ
り
そ
の
取
り
組
み
を
強

化
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ

ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
首
長
研
究

会
加
盟
自
治
体
５
市
、
Ｗ

Ｈ
Ｏ
健
康
都
市
連
合
加
盟

高
齢
者
を
元
気
に

ス

※

マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
の

取
り
組
み

自
治
体
１
市
を
視
察
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
い
ず
れ

か
の
団
体
、
も
し
く
は
両

方
の
団
体
に
加
盟
す
る
べ

き
と
の
結
論
に
至
り
ま
し

た
。

【
戸
田
市
健
康
な
ま
ち
づ
く

り
推
進
庁
内
会
議
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ

技
術
の
活
用
】

健
康
に
関
す
る
調
査
や

血
液
検
査
を
、
健
康
づ
く

り
に
関
す
る
事
業
の
参
加

者
に
実
施
し
、
体
格
の
変

化
、
血
液
検
査
の
変
化
な

ど
取
り
組
み
効
果
の
検
証

を
す
る
こ
と
を
提
言
し
ま

す
。
戸
田
市
健
康
な
ま
ち

づ
く
り
推
進
庁
内
会
議
が

設
置
さ
れ
、
横
断
的
な
取

り
組
み
が
始
ま
っ
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
今
後
こ
の
会

議
を
活
用
し
、
有
効
な
取

り
組
み
を
検
討
す
る
こ
と

を
提
言
し
ま
す
。

【
市
民
へ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
実
施
の
励
行
】

本
市
で
は
、
既
に
、
庁

内
横
断
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
よ
り
「
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
ま
ち

づ
く
り
」
の
施
策
が
検
討

さ
れ
、
コ
ー
ス
の
設
定
、

整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

26
年
度
は
、
市
民
団
体
と

の
協
働
に
よ
り
、
コ
ー
ス

を
生
か
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
事
業
も
実
施
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。
今
後
、
さ
ら

に
取
り
組
み
を
進
め
る
た

め
に
、
市
内
大
型
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
よ
る
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
な
ど
、

民
間
の
取
り
組
み
と
連
携

す
る
こ
と
を
提
言
し
ま
す
。

【
健
康
都
市
宣
言
の
採
択
】　

茨
城
県
潮
来
市
で
は
、

市
民
に
わ
か
り
や
す
い「
健

康
都
市
宣
言
『
健
康
都
市

い
た
こ
』」
を
採
択
し
て
い

ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、

健
康
都
市
宣
言
の
採
択
を

検
討
す
る
べ
き
で
す
。

【
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
へ
の
対
処
】

運
動
器
の
障
害
の
た
め

に
移
動
機
能
の
低
下
を
来

し
た
状
態
を
「
ロ
コ
モ

テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
略
称
：
ロ
コ
モ
、
和
名
：

運
動
器
症
候
群
）」
と
い
い

ま
す
。
予
防
と
し
て
、
筋

力
の
維
持
、
特
に
下
肢
の

筋
肉
の
減
少
を
防
止
す
る

た
め
、
軽
い
運
動
で
は
な

く
、
少
し
負
荷
を
か
け
た

運
動
で
筋
力
の
維
持
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
第

２
次
戸
田
市
健
康
増
進
計

画
で
は
、
市
民
へ
の
普
及

啓
発
目
標
が
掲
げ
ら
れ
、

健
康
教
育
事
業
な
ど
を
通

し
て
、
周
知
さ
れ
つ
つ
あ

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後

は
、
若
い
う
ち
の
競
技
ス

ポ
ー
ツ
の
活
性
化
や
老
年

期
の
筋
力
増
強
の
た
め
の

体
操
教
室
の
実
施
な
ど
、

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
予
防
対
策
事
業

を
進
め
る
こ
と
を
提
言
し

ま
す
。

▶
１
月
28
日　

福
祉
部
へ
提
言
書

を
提
出
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健
康
福
祉
委
員
会

市
民
生
活
常
任
委
員
会

で
は
、
平
成
26
年
度
の
年

間
活
動
テ
ー
マ
を
「
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

と
市
民
活
動
支
援
に
つ
い

て
」
と
定
め
、
市
と
し
て
、

市
民
活
動
を
ど
の
よ
う
に

支
援
す
べ
き
か
、
調
査
研

究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

先
進
地
へ
の
視
察
の
ほ

か
、
本
市
の
市
民
活
動
の

拠
点
で
あ
る
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ

Ｏ(

戸
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー)

の
視
察
や
、
Ｔ
Ｏ

Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
登
録
団
体
等

と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
、

そ
の
成
果
と
し
て
、「
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
と
市
民
活
動
支
援
に
関

す
る
提
言
」
を
ま
と
め
、

執
行
部
に
提
出
し
ま
し
た
。

こ
の
提
言
は
、
主
に
、

登
録
団
体
等
と
の
意
見
交

換
会
を
通
し
て
把
握
し
た

市
民
活
動
支
援
の
課
題
や

ニ
ー
ズ
に
対
す
る
解
決
策

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、

提
言
項
目
は
５
項
目
に
わ

た
り
ま
す
。

提
言
項
目
の
要
旨
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【
提
言
１ 

市
民
活
動
コ
ー

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に

向
け
た
市
民
活
動
支
援
の
あ
り
方

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
】

課
題
を
抱
え
る
市
民
活

動
団
体
の
会
議
に
参
加
し

て
直
接
助
言
を
行
う
な
ど
、

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
支
援
し

切
れ
な
い
部
分
を
支
援
す

る
市
民
活
動
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
こ

と
。

【
提
言
２ 

１
％
支
援
制
度
の

導
入
】

市
民
活
動
団
体
向
け
の

補
助
金
制
度
と
し
て
、
市

民
が
、
支
援
し
た
い
市
民

活
動
団
体
の
事
業
を
選
択

し
、
そ
の
届
出
数
に
よ
っ

て
補
助
金
額
が
決
定
さ
れ

る
１
％
支
援
制
度
を
導
入

し
、
市
民
活
動
団
体
の
広

報
活
動
の
活
性
化
等
を
図

る
こ
と
。

【
提
言
３ 

協
働
事
業
提
案
制

度
の
導
入
】

複
雑
な
地
域
課
題
に
対

し
、
市
民
と
行
政
が
お
互

い
に
事
業
を
提
案
し
、
協

働
で
取
り
組
む
こ
と
で
解

決
を
図
る
、
協
働
事
業
提

案
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
。

【
提
言
４ 

市
民
活
動
に
関
す

る
情
報
発
信
】

駅
前
等
、
不
特
定
多
数

の
市
民
が
行
き
交
う
場
所

に
、
市
民
活
動
に
関
す
る

情
報
発
信
の
場(

掲
示
板

等)

を
設
け
る
こ
と
。

【
提
言
５ 

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の

機
能
強
化
】

①
手
狭
な
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ

Ｏ
に
つ
い
て
、
建
て
替
え

や
増
築
、
他
の
公
共
施
設

へ
の
移
転
等
、
ス
ペ
ー
ス

不
足
の
解
消
策
を
講
じ
る

こ
と
②
ス
タ
ッ
フ
自
身
が

市
民
活
動
の
エ
キ
ス
パ

ー
ト
で
あ
る
よ
う
、
そ
の

育
成
・
能
力
開
発
に
努
め

る
こ
と
③
ス
タ
ッ
フ
全
員

が
高
い
水
準
の
相
談
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と

と
も
に
、
弁
護
士
等
の
専

門
家
に
つ
な
ぐ
べ
き
基
準

を
設
け
る
な
ど
、
相
談
体

制
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
④

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
、
市
民

活
動
団
体
と
行
政
と
の
間

で
意
見
調
整
を
行
う
つ
な

ぎ
役
と
な
る
こ
と
⑤
登
録

団
体
の
活
動
状
況
を
正
確

に
把
握
し
て
、
実
際
に
活

動
し
て
い
る
団
体
の
支
援

に
特
化
す
る
よ
う
、
Ｔ
Ｏ

Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
へ
の
登
録
を
年

度
ご
と
の
更
新
制
と
す
る

こ
と
⑥
登
録
団
体
の
実
際

の
活
動
の
雰
囲
気
が
伝
わ

り
や
す
い
よ
う
、
登
録
団

体
の
活
動
情
報
を
動
画
で

発
信
す
る
こ
と
。

 

 

 

地域コミュニティの活性化と 

市民活動支援に関する提言 
 

 

（１）市民活動コーディネーターを養成すること 

（２）市民が選択できる補助金制度(１％支援制度)を導入すること 

（３）協働事業提案制度を導入すること 

（４）駅前等に市民活動に関する情報発信の場を設けること 

（５）ＴＯＭＡＴＯの機能強化に努めること 

①スペース不足の解消策を講じること 

②スタッフの育成・能力開発に努めること 

③相談体制を充実させること 

④市民活動団体と行政とのつなぎ役を担うこと 

⑤ＴＯＭＡＴＯへの登録を年度ごとの更新制とすること 

⑥登録団体の活動情報を動画で発信すること 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

平成２７年１月 

戸田市議会 市民生活常任委員会 

市
民
生
活
委
員
会

とだ議会だより No.186 とだ議会だより No.186

※スマートウエルネスシティ…超高齢・人口減少社会によって生じるさまざまな社会課題を克服するため、「健幸」をまちづくり
の基本に据えた新しい都市モデル。

 
 
 

提言書

～市民の健康を守る取り組み  

 

スマートウェルネスシティ

の取り組みについて

 

～市民の健康を守る取り組み 

提言書

平成 27年1月 戸田市議会 健康福祉常任委員会 


